褥婦の下肢浮腫に対するケア：温浴・温冷交代浴の有効性 by 飯野 小百合 et al.
第4群　4～3
褥婦の下肢浮腫に対するケア
ー温浴・温田交代浴の有効性一
9階東　　○飯野小百合　宇崎　小島　森　榊井　成田
1　はじめに
　産褥は授乳・育児の開始に伴い疲労しやすい時期で
ある。そのたあ、下肢浮腫が出現しやすい。当病棟で
は浮腫が出現した褥婦に対して下肢挙上、水分制限、
安静に加え、三管交をタオルで温めたり、指圧をして
症状の軽減、消失をはかっている。しかし、これらの
ケアを行っても、症状が持続したまま退院となる褥婦
が約半数を占めている。このような状況では産後の日
常生活や育児に支障をきたすのではないかと思われる。
以上のことから症状が消失して退院できるようケアし
ていくことが必要だと考えた。疲労による浮腫は血液
の循環が悪化して起こるといわれる。したがって、浮
腫の改善のために血液循環を促すことが効果的なので
はないかと考えた。しかし、今までに血液循環を促す
ケアが浮腫の軽減に効果があるという報告がされてい
ない。そこで私たちは、血液循環を促す温浴・温冷交
代浴を行い、その効果を明らかにしたい。
II方　法
期間：平成9年9月1日～11月30日
対象：東京医科大学病院9階東病棟で経腔分娩した
　　　褥婦で浮腫の出現があった者30名（妊娠中毒
　　　症のものは除く）
　　　・対照群：以下A群とする。
　　　・温浴群：以下B群とする。
　　　・温冷交代車群：以下C群とする。〈表1参照〉
表1
平均年齢 薩婦率（％）
騰中の腫増加
ﾌ平均（Kg）
産後3日目の腫減少
ﾌ平均（Kg）
A群（n・10）31．1 50 8．42 4．22
B群（n・10）30．6 80 8．97 5．33
C群（n・10）29．8 50 12．0 4．45
実施内容：期間中に浮腫の出現した褥婦をA、B、　C、
　　の3群に分けた。A群は、ベッドの足元を30度上
　　げ下肢挙上する。1日の水分摂取量を12以内に
　　制限する。産褥2日目より母材同室となるが21時
　　以降は児を新生児室に預け安静をはかる。B群は、
　　A群に加え1日2回（11～13時、20～22時）43度
　　の湯に10分間膝下まで浸かる温浴を行う。C群は、
　　A群に加え1日2回43度の湯に3分間、20度の水
　　に10秒間を1クールとし、膝下まで浸かる温冷交
　　代浴を3クール行う。
データー収集法：症状出現時に対象にrむくみメモ』
　　を渡し、1日3回（起床時、昼食後、入浴後）順
　　序尺度による評定尺度を用い主観的状態を記入し
　　てもらう。自覚症状なし、全く気にならないを0
　　点、少し気になる、なんとなく気になるを1点、
　　結構気になる、辛いが我慢できるを2点、とても
　　気になる、我慢できないを3点とする。1日の水
　　分摂取量は計量コップを渡し記入してもらう。ま
　　た、スタッフに、　『スタッフ記録用紙』を渡し、
　　1日3回各勤務症状の程度を記載していく。症状
　　なし（一）を0点、圧窩があるがすぐ戻る（±）
　　を1点、圧窩し戻りにくい、皮膚の光沢、緊張あ
　　り（＋）を2点、圧罰し戻らない（＋＋）を3点
　　とする。各勤務で微妙な症状の変化は増強傾向↑
　　を＋O，5点、軽減傾向↓を一〇．5点とする。
データー分析法：A群とB群、A群とC群の客観的評
　　価・主観的評価それぞれについて有意水準5％の
　　t検定を行った。
II結　果
　rスタッフ記録用紙』より：A群は、ケァを行うご
とに下降傾向にあり途中やや増強がみられるが9回目
以降は完全に症状が消失している。B群は、ケア3回
目で最高値を示しその後緩やかに下降し、8回目で最
低値になるがその後やや増強傾向となった。C群は、
ケア1回目にやや症状が増強するがその後徐々に軽減
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していき10回目でほぼ消失している。A群・C群にお
いて3回目以降は同じような傾向をたどっている。t
検定により、A群・C群の間には1回目のみ有意差が
みられた。また、A群・B群の間には有意差がみられ
なかっだ。しかし、B群は全体的にA、　C群よりも点
数が高値であるということがわかる。＜図1参照＞
　rむくみメモ』より：A群は初めから自覚症状が少
なく、6回目まではほぼ横ばいであり、その後下降し
ている。B群は実施前では、自覚症状がA群と全く同
じである。しかし、ケァ開始後増強が見られ3回目に
ピークとなり、その後やや下降し横ばいの経過をたど
っている。C群は実施前が最高値であったが、ケアの
回数を増すごとに着実に下降し、5回目以降は他群よ
り症状は軽減している。t検定により、　A・B群、A・C
群間において有意差はみられなかった。〈図2参照〉
図1　rスタッフ記録用紙』からみた客観的評価
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IV考察
　図1より、実施1回目のみにA・C群間に有意差が
みられた。これは、温冷交代浴を1回しか行っていな
い状況であるので、その影響とは一概に言い切れない。
しかしその後、明らかにA群・C群は同じような経過
でケアの効果が現れた。B群は、期待した効果がみら
れなかったようにみえるが、A・B群間には有意差が
なかったため、B群に効果がないとはいえない。
　次に図2より、A・C群間では、有意差がなかった。
しかし、自覚症状の軽減は、C群に著名明に現れてい
る。そのことから、温冷交代浴が浮腫のケアに効果が
あると考えられる。このことから温言交代浴は血液循
環を促進させる効果があるといえる。
　また、B群の効果が現れなかった理由としてA・C
群の対象より初産・経産別でみると初産の割合が多か
ったことも関係していると考えられる。初産婦は慣れ
ない育児により疲労が持続してケアの効果が現れにく
いことが原因ではないかと考える。
図2　rむくみメモ』からみた主観的評価
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V　おわりに
　今回の研究により、産後の浮腫改善には温冷交代浴
が効果的なのではないかということがわかった。しか
し、今回は症例数が少なかったことや初産・経産の割
合など対象の内訳にバラつきがあったため、これらの
データでそれが実証できるとは言い切れない。したが
って今後症例数を増やし、下肢浮腫に対するケアにつ
いて検討を深めていきたい。
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